
油汚染等汚染土壌対策促進費 ２２百万円（２０百万円）

水・大気環境局土壌環境課

１．事業の概要

土壌汚染対策法の施行により、種々の土壌汚染対策等が推進されている

ところであるが、法制定時に課題として残された油汚染土壌の対策につい

ては、平成１７年度に対策ガイドラインを策定した。また、射撃場の鉛汚

染対策についても１８年度に対策ガイドラインを策定する予定であり、今

後、種々の具体的な対策手法を示しながら汚染土壌に対する対策を推進し

ていくこととしている。一方、これらの具体的な対策手法については、そ

れを示すだけではなく、それらが実地にどのように活用され、効果を発揮

しているかを検証し、その情報を広く共有できるようにすることが必要で

ある。また、検証の結果、必要な改善を行って効果を高めることが重要で

ある。

このため、策定したガイドラインが汚染土壌対策にどのように活用され、

効果を上げているかを検証し、課題について改善することを通じて、更に

一層汚染土壌対策を促進する。

（１）ガイドラインに関し、関係業界、土地所有者、地方自治体などに対す

るヒアリング、アンケート等の調査を行い、ガイドラインの活用状況、

対策の進展状況等を把握・整理する。

（２）（１）の結果をもとに、政策効果の検証を行い、更なる対策の促進に

向けた課題を抽出し、改善策を検討する。

２．事業計画

Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０

ガイドラインに関する検証、整理、改善

○油汚染対策ガイドライン関係

○射撃場鉛汚染対策ガイドライン関係

３．施策の効果

ガイドラインを策定し公表するだけではなく、その効果等を検証し、改

善することを通じて、更に一層汚染土壌対策を促進することができる。



目

的

• 汚染土壌対策の目標、手法、期待
する効果が明確化

• 汚染土壌対策を実施しようとするイ
ンセンティブを付与

• 土壌環境の改善を推進検 証検 証

課題の抽出課題の抽出

改 善改 善

具体的・詳細なガイドラインの策定・公表具体的・詳細なガイドラインの策定・公表

・ 当初の目的が達成されているか？

・ 現場の実情に適合しているガイドラインであるか？

油汚染等汚染土壌対策促進費


